(かような こと は 在来の 習慣と して 女の 口から 述べ る 

こと を 憚る 所で ある けれど、 私 は 人間の 真実 を 研究 

する 必要から 押切って 言おう)。 殊に 純潔な 処女に 

あって は 性欲の 肉体的 自覚 は 全く 眠って いる。 異性に 

誘導され ない 若い 女が 性欲に 対する 好奇心 は 感じて い 

て も、 徴兵 適齢 前の 男が 早く も その 肉体的 自覚に 悩む 

ような 性欲の 自燃 自爆 を 見る こと は 全くない。 病的と 

しての 特例 は あるで あろうが、 一般の 女に ついて この 

性欲の 消極性 は 真実で あると 私 は 思う。 太抵の 若い 女 

は 男に 比例す る だけの 性欲 を 知らずに 母と な つ てし ま 

う。 そうして 妊娠 時 や 産後 やにお いて かえって 著しく 



由って 備えて いた。 丁度 現に 動物の 雌が 雄の 扶養 を 求 

めずに 自活して いるのと 同じ 状態であった。 おのず か 

ら 一家の 戸主 は 女 (母) であった。 男 は 性欲 遂行の 後 

に 女 を 見捨てて去り、 もしくは 女と 関係 を 続けて いる 

にしても 一 人の 女の 所に 留ら ずに 多くの 情婦の 家 を 寄 

食して 廻った。 

次の 時代に 入る と 男 は 暴力 を 以て 女の 経済的 独立の 

位地 を も 奪って いた。 もう 概して 男 (父) が 家長で あつ 

た。 女 は奴隸 として 男の 性欲 遂行に 奉仕す るば かりで 

なく、 奴隸 として 男の ために 耕作、 紡織、 家事、 育児 

等に 役立たねば ならなかった。 女の 労働から 得る 財貨 



る。 同時に 娼婦の 発生す るよう な 根本 原因 を 出来る だ 

け 刈 除す るた めに 社会 組織の 改善が ますます 必要に な 

る。 社会 組織の 改善 を 眼中に 置かない 存娼説 は 在来の 

素朴な 廃娼 説と 共に 最早 迂 潤の 論議た る を 免れない よ 

うに 私 は 甲 3 う。 

私 は 有 妻 者に して 公私の 娼婦 を 買う 男の 尠 くな いこ 

と を 知っている。 それらの 男の 性欲の 過剰と 好 新 欲と 

は、 男 自身に 反省して 克己と 節制の 習慣 を 作る と共に 

その 旺盛な 性欲 的 能力 を 他の 労働 もしくは 精神的 作業 

ほうし 

に 転換す るよう に 努力 すれば その 放恣 を 防ぎ 得る もの 

であろうと 私 は 想像す る。 一 婦を 守らずに 娼婦に 戯れ 



蹂躪す る 悪弊 や は 今更 私が いうまでもない。 

私 は 未成年 男子の 買淫 もまた 有 妻 者の それと 同じよ 

うに 厳しく 政府が 防止すべき であると 考える。 今の 家 

庭と 学校 当事者の 保護の みに 任せて 置く こと は 危険で 

ある。 

私 は 公娼よりも 私娼 を存し て 置く ， J とに やむをえず 

寛容 を 与える 者で あるが、 それに は 勿論 いろいろの 条 

件を附 けたい。 第一、 公衆の 目に 触れない ように 場末 

まちあい 

の 地 を 限って 手軽な 待合 営業 を 黙認し、 その 営業の 不 

徳を 自覚せ しめて、 出来るだけ 目立たぬ よう 隠密に そ 

れを 営む 心掛を 徹底 さ せる ことが 必要で ある。 



防ぐ ベ きで ある。 

娼婦に 対する 検黴 制度の 実行が 公娼に は 完全に 行れ、 

私娼に は 不十分で あると いう 理由 はなさ そうに 想われ 

る。 私娼が もし 監督の 上に 不便であるなら、 すべて 酌 

婦の 名義で 届^で る 手続き を 取らせても よい。 私娼の 

意義が 明示され るよう な 名 は 宜しくない。 今日で は芸 

妓も 裏面で は 私娼の 事 を 行う 者が 多い ので あるから、 

検黴 制度 を 彼らに も 及ぼす のが 当然で ある。 

私 は 内務省が 先き に 絶滅させる 必要の ある、 そうし 

て 絶滅させる ことの 容易な 公娼 を存 して 置いて、 絶滅 

させる ことの 難い、 そうして 存置す る 方が 公娼よりも 



害毒の 露骨で ない 私娼 を 撲滅しょう とする の を 見て、 

その 無駄な 努力 を惜 むよりも、 更に その 社会的 影響の 

好くない こと を 想う 者で ある。 内務省の 真意 は 公娼 を 

倫理的に 公認す るので はない ので あるが、 世の 公娼 営 

ほうし 

業者、 多数の 放恣な 男子 及び 多数の 無智な 女子 は その 

意味に 解釈しょう とする であろう。 

(『太陽』 一 九 一 六 年 六月) 
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